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○重要文化財建造物保存修理事業
7,385 万 9千円

平成 26 年度〜同 27 年度に彦根城馬屋（重要
文化財）の杮

こけら

葺
ぶき

屋根葺き替えなどの工事を実施
し、完了しました。

○名勝「玄宮楽々園」保存整備事業
5,977 万 6千円

楽々園の「地震の間」や玄宮園の池の護岸など
の保存整備を実施しました。

○彦根城世界遺産登録準備事業   681万円
専門家の助言のもと、特別史跡彦根城跡の保存
活用計画策定、国内類似資産との比較研究を行
い、彦根城の世界遺産登録作業を推進しました。

彦根市の財政
平成27年度の一般会計
の決算額は、歳入が 427
億 3,208 万 8千円、歳出
が 416 億 5,765 万 3 千
円となり、前年度と比べ、
歳入で2.4％の減、歳出で
0.2％の減となりました。
また、特別会計・企業会
計は左表のとおりとなって
います。
問い合わせ先　 財政課☎30-
6107、FAX22-1398

平成27年度に取り組んだ主な事業
文化・文化財の分野 都市基盤・環境の分野

○ JR 稲枝駅舎改築および駅周辺整備事業   
5億 9,502 万 7千円

東西連絡自由通路を備えた駅舎の改築により、
湖東圏域の南部の玄関口として JR 稲枝駅の利
便性の向上を図りました。

○彦根駅東土地区画整理事業
3億 1,466 万 9 千円

彦根駅東土地区画整理事業の早期完成に向け、
引き続き道路・公園などの公共施設整備および
街区などの基盤整備を行いました。

○使用済蛍光灯リサイクル事業　72万9千円
埋立てごみとして処分していた家庭用の使用済
蛍光管の拠点回収を市内７か所で実施し、資源
化しました。

特集

平
成
27
年
度
　
決
　
算

特別会計
歳入額 歳出額

国民健康保険事業

下 水 道 事 業

休日急病診療所事業

農業集落排水事業

介 護 保 険 事 業

後期高齢者医療事業

会計名

120 億 2,388 万 7千円 117 億 7,617 万 2 千円

64億 489 万 6千円 61億 205 万 2千円

7,154 万 円 3,719 万 7千円

2億 7,404 万 3千円 2億 7,404 万 3千円

75億 9,234 万 円

10億 8,141 万 9千円

企業会計
病 院 事 業

水 道 事 業

113億 9,937 万 9千円 126億 4,231 万 8千円

27 億 6,850 万 1千円 29 億 9,806 万 9千円

75億 8,968万 5千円

10億 6,364 万 1千円

一般会計
歳入額 歳出額

427 億 3,208 万8千円 416億 5,765 万 3千円

修理が完了した彦根城馬屋 工事中の JR稲枝駅
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○市債元金償還金　 6 億 5,059 万 4 千円
後年度の公債費負担軽減を図るため、借入利率
2.0％以上の市債の繰上償還を実施しました。

○彦根愛知犬上広域行政組合運営費負担事業
　（紫雲苑（斎場）改築事業分）

　　　　　　1 億 3,111 万 2千円
彦根愛知犬上広域行政組合が実施する紫雲苑（斎
場）の改築工事の負担金を支出しました。

○国民体育大会関連事業　2,139 万 8 千円
平成 36 年の国民体育大会主会場が県立彦根総
合運動場に決定したことに伴い、国体準備室を
組織し、基本計画策定の対応や地元住民への説
明など、県と連携して取り組みを進めました。

○プレミアム商品券発行事業
1 億 3,449 万 6 千円

国の経済対策「地域住民生活等緊急支援交付金」
を活用してプレミアム商品券の発行助成を行
い、地域経済の活性化を推進しました。

○井伊直弼公生誕 200 年祭事業
5,609 万 8千円

「井伊直弼公生誕 200 年祭」を開催し、直弼公
の功績や文化人としての魅力を広く発信すると
ともに、彦根城内の櫓

やぐら

での特別展や市内でのイ
ベントなどを実施して誘客に努めました。

○地域経済循環創造事業　　  2,230 万円
　地域金融機関からの融資を受けて事業化に取り

組む民間事業者が、事業化段階で必要となる初
期投資費用への補助を行いました。

その他

人権・福祉・安全の分野

○車両整備事業　　 2 億 1,775 万 6 千円
消防団第 12 分団の消防ポンプ自動車と消防
署本署の救助工作車、化学消防ポンプ車の更新
整備を行ったほか、本署のはしご車のオーバー
ホール（分解検査）を実施しました。

○防災体制整備事業　　  6,415 万 4 千円
「彦根市地域防災計画」・「彦根市水防計画」に基
づき、防災体制の整備を図るとともに、防災ア
セスメント調査を実施し、被害を想定しました。

○権利擁護サポートセンター運営事業
1,618 万 1千円

認知症をもつ高齢者などが地域で安心して暮ら
していけるよう、成年後見制度をはじめとした
権利擁護全般の利用支援などを行う「権利擁護
サポートセンター襷

たすき

」を開設しました。

生涯学習・産業の分野

○放課後児童クラブ整備事業
1 億 1,974 万 1千円

年々増加する利用希望者を受け入れるため、旭森
小学校放課後児童クラブ専用棟を改築し、河瀬
小学校放課後児童クラブ専用棟を新設しました。

○中学校非構造部材耐震化事業
１億１９６万５千円

吊り天井を中心とした非構造部材の耐震化対策
のため、市内７中学校の柔剣道場などで改修工
事を行いました。

○稲枝東小学校グラウンド整備事業
1億 80 万 1千円

雨天時のぬかるみなどを解消するため、稲枝東
小学校のグラウンド整備を行いました。

次世代育成・市民交流の分野

本署の救助工作車

完成した紫雲苑

プレミアム商品券を発行

河瀬小学校放課後児童クラブ専用棟
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財政の健全化に
関 す る 指 標
区 分

①は彦根市の健全化判断比率を示し、
②は彦根市の公営企業などにおける資
　金不足比率を示しています

①健全化判断比率（％）

12.16

算定数値

早期健全化基準

財政再生基準

実質赤字
比率

連結実質
赤字比率

実質公債費
比率

将来負担
比率

20.00 30.00

17.16

8.0

25.0

35.0

33.0

350.0

区 分

②資金不足比率（％）

下水道事業特別会計

算定数値

20.0

農業集落排水事業特別会計

病院事業会計

水道事業会計

経営健全化
基 準

20.0

20.0

20.0

彦根市の算定数値は、
いずれも基準以下に
なっています

貯
金
の
状
況

　

残
高
は
約
１
０
０
億
円

自
治
体
の
貯
金
に
あ
た
る
基
金

積
立
金
の
普
通
会
計
現
在
高
は
、

99
億
７
、
８
１
５
万
６
千
円
と
な

り
、
前
年
度
か
ら
８
億
５
７
９
万

５
千
円
増
加
し
ま
し
た
（
グ
ラ
フ

２
）。主

な
要
因
は
、
彦
根
市
福
祉
・

保
健
・
医
療
基
金
が
４
億
８
６
６

万
２
千
円
の
増
加
と
な
っ
た
こ
と

で
す
。
ま
た
、
市
民
一
人
当
た
り

の
基
金
積
立
金
は
、
前
年
度
よ
り

８
千
円
増
の
８
万
９
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

借
金
の
状
況

　

残
高
は
約
３
６
６
億
円

自
治
体
の
借
金
に
あ
た
る
市
債

の
普
通
会
計
現
在
高
は
、
３
６
５

億
７
、
３
６
７
万
２
千
円
で
、
前

年
度
か
ら
５
億
９
８
１
万
８
千
円

減
少
し
ま
し
た
（
グ
ラ
フ
３
）。

主
な
要
因
は
、
繰
上
償
還
を

行
っ
た
こ
と
で
す
。な
お
、臨
時
財

政
対
策
債
の
発
行
額
は
、
18
億
３
、

１
３
９
万
８
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

臨
時
財
政
対
策
債
と
は
、
も
と
も

と
地
方
交
付
税
の
一
部
で
、
国
の

財
源
不
足
か
ら
、
国
と
地
方
が
折

半
し
て
借
入
を
行
っ
て
い
る
も
の

で
す
。
後
年
度
に
支
払
う
元
金
と

利
子
は
、
全
額
交
付
税
で
支
払
わ

れ
る
こ
と
か
ら
「
交
付
税
の
後
払

い
」
と
も
言
わ
れ
る
制
度
で
す
。

こ
の
臨
時
財
政
対
策
債
を
除
い

た
市
債
残
高
は
、１
８
１
億
５
、６

９
５
万
１
千
円
で
、
前
年
度
か
ら

15
億
３
、
１
３
７
万
６
千
円
減
少

し
ま
し
た
（
グ
ラ
フ
４
）。

ま
た
、
市
民
１
人
あ
た
り
の
市

債
残
高
は
、
前
年
度
か
ら
４
千
円

減
の
32
万
５
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

収
支
の
状
況

　

約
８
億
円
の
黒
字

自
治
体
の
決
算
収
支
を
あ
ら
わ

す
一
般
会
計
の
実
質
収
支
は
、
昭

和
33
年
度
以
降
、
毎
年
度
黒
字
と

な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
は
、
７
億
９
、
８

９
４
万
５
千
円
の
黒
字
を
維
持
し

ま
し
た
（
グ
ラ
フ
１
）。
こ
れ
は
、総

務
費
、
衛
生
費
、
労
働
費
、
教
育

費
、
災
害
復
旧
費
と
い
っ
た
歳
出

が
前
年
度
に
比
べ
減
少
し
た
こ
と

に
加
え
、
歳
入
で
個
人
市
民
税
が

増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

グ
ラ
フ
１

黒
字
額
（
実
質
収
支
）

グ
ラ
フ
２

貯
金
（
基
金
積
立
金
）

グ
ラ
フ
３

借
金

（
市
債
の
普
通
会
計
現
在
高
）

グ
ラ
フ
４

借
金
か
ら
臨
時
財
政
対

策
債
を
除
い
た
も
の
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１
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市
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残
高

１
人
当
た
り
の
市
債
残
高
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（万円）
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（億円）

市
債
残
高

実
質
収
支
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　財産と将来負担を適切に把握し、より分かりやすくするために、企業会計の複式簿記による
会計手法に合わせ、資産や負債、資金などをまとめた財務書類を作成しています。
　平成 27 年度決算の財務書類を通じ、市財政の実態をお知らせします。

強
い
彦
根
へ

‒

私
の
思
い‒

彦
根
市
長

　大
久
保
　貴

20

平
成
27
年
度
の
決
算
は
前
年
度

に
続
き
健
全
な
内
容
と
な
り
ま
し

た
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
、
10
年
に
わ
た
り
全
庁
で

取
り
組
ん
だ
経
営
改
革
の
賜
物
と

受
け
止
め
て
い
ま
す
。
た
だ
、
大

き
く
改
善
し
て
き
た
と
し
て
も
、

ま
だ
県
内
市
町
の
平
均
的
な
位
置

づ
け
と
受
け
止
め
て
お
り
、
引
き

続
き
緊
張
感
を
持
っ
て
財
政
運
営

に
努
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
彦
根
市
は
大
型
の
投
資
事
業

が
集
中
す
る
時
期
で
、
特
に
平
成

36
年
に
開
催
予
定
の
滋
賀
国
体
に

向
け
て
、
主
会
場
都
市
と
し
て
の

準
備
が
来
年
か
ら
本
格
的
に
始
ま

り
ま
す
。
市
民
体
育
館
の
移
設
に

始
ま
り
金
亀
公
園
の
再
整
備
や
周

辺
道
路
の
改
良
な
ど
、
更
に
ご
み

焼
却
場
の
建
設
や
図
書
館
整
備
も

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
幸
い
、
極
め
て
低
い
金
利
で

対
応
す
る
こ
と
が
出
来
る
環
境
で

す
が
、
財
政
へ
の
影
響
も
少
な
く

な
く
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
政
府
の

経
済
対
策
な
ど
を
う
ま
く
活
用
し
、

投
資
効
果
が
上
が
る
最
善
の
方
策

を
駆
使
し
、
財
政
運
営
を
行
い
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
と
も

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

コストと受益者負担である使用料などの収入を
示しています

68億 2,220 万円人にかかるコスト
（職員給与、退職手当など）経

常
行
政
コ
ス
ト（
Ａ
） 合 計

物にかかるコスト
（物品購入、光熱費など）

移転支出的なコスト
（補助金、社会保障給付など）

その他のコスト
（公債費の利子など）

104 億 802 万円

185 億 6,958 万円

4億 7,418 万円

362 億 7,398 万円

経
常
収
益（
Ｂ
）

施設使用料や手数料など 23億 6,647 万円

純経常行政コスト
（A) ー (B) 339 億 751 万円

（平成 27年 4月 1日～平成 28年 3月 31日）

合 計 23億 6,647 万円

行政コスト計算書

これまで形成した資産【資産の部】

道路、建物や土地などの資産と、それに要した負債と財源との関係を
示しています

（平成 28年 3月 31日現在）

79億
3,290 万円投資等

63億
8,690 万円

流動資産

1,582億 3,588 万円
資産合計

1,439億
1,608 万円公共資産

貸借対照表

資産を形成するための財源【負債の部】

負債・純資産合計

425 億 2,517 万円

将来の世代が負担するお金

【純資産の部】

1,157億 1,071 万円

負債合計

これまでの世代が負担してきたお金

純資産合計

1,582億 3,588 万円

①期首純資産残高
（平成 27 年度貸借対照表の
純資産合計）

（平成 27年 4月 1日～平成 28年 3月 31日）

貸借対照表の純資産の部（今までの世代が負担してきた部分）
の変動について、1年間の増減を示しています

260億 2,435 万円

1,153 億 3,033 万円

②純経常行政コスト

③一般財源

④補助金等受入
（国庫支出金、県支出金）

⑤その他
（上記以外の理由による増減）

期末純資産残高
（①～⑤の合計）

△339 億 751 万円

90億 2,616 万円

△7億 6,262 万円

1,157 億 1,071 万円

純資産変動計算書
行政活動における資金（現金）の増減内訳を示しています

292億 2,898 万円

84億 5,601 万円①経常的収支

△19億 3,792 万円

47億 2,216 万円

　支出（人件費・社会保障給付など）
　収入（地方税・国県補助金など）

②公共資産整備収支

　支出（公共資産整備支出など）
　収入（国県補助金・地方債など）

　支出（貸付金・地方債償還額など）

③投資・財務的収支

A翌年度繰上充用金増減額

　収入（貸付金回収額・地方債発行額など）

B当年度歳計現金（資金）
　増減額①＋②＋③

C期首歳計現金（資金）残高
D期末歳計現金（資金）
　残高Ａ＋B＋C

376 億 8,499 万円

27億 8,424 万円
△74億 8,135 万円

77億 1,871 万円
2億 3,736 万円

△9億 6,326 万円

20億 7,204 万円

11億 878 万円

（平成 27年 4月１日～平成 28年 3月 31日）

資金収支計算書

財務書類を公表します
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新
・
Ｊ
Ｒ
稲
枝
駅
　

自
由
通
路
と
新
駅
舎
の
利
用
開
始

12
月
11
日
㈰
か
ら
　

駅
東
口
の
利
用
は

12
月
11
日
㈰
の
始
発
電
車
か
ら

Ｊ
Ｒ
稲
枝
駅
は
、
大
正
９
年
に
開
設
し
て
か
ら
１
０
０
年
近
く
が
経
過

し
、
駅
舎
の
老
朽
化
が
進
み
、
階
段
も
多
く
利
用
し
づ
ら
い
状
況
で
し
た
。

ま
た
、
駅
の
西
側
に
出

入
口
が
な
く
、
駅
の
利

用
者
に
と
っ
て
不
便

で
あ
る
と
い
う
意
見

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
市
で
は
、

平
成
20
年
度
に
基
本

構
想
を
策
定
し
、
東
西

を
結
ぶ
自
由
通
路
と

駅
舎
橋
上
化
の
工
事

を
行
い
、
構
想
か
ら
７

年
を
経
て
新
し
い
駅

舎
が
完
成
し
ま
す
。

同
駅
の
利
用
開
始

は
、
駅
東
口
は
12
月
11

日
㈰
の
始
発
電
車
か

ら
で
す
。
な
お
、
駅
西

口
の
利
用
開
始
は
完

成
記
念
式
典
終
了
後

か
ら
使
用
で
き
ま
す
。

新しいJR稲枝駅の東口（11月10日撮影）

完成記念式典とイベント開催

新しい稲枝駅の利用開始にともない、稲
枝駅の新東口仮駅前広場で、完成記念式典
とイベントを行います。

日時　12 月 11 日㈰ 10：30
場所　稲枝駅新東口仮駅前広場
※イベントは 15：00 まで予定しています。

仮
駅
前
広
場
の
位
置
が

変
わ
り
ま
す

新
し
い
稲
枝
駅
の
利
用
開
始
に

あ
わ
せ
て
、
東
口
仮
駅
前
広
場
の

位
置
が
変
わ
り
ま
す
。

完
成
記
念
イ
ベ
ン
ト
終
了
後
、

現
在
、
利
用
し
て
い
る
ロ
ー
タ

リ
ー
を
閉
鎖
し
て
、
新
し
い
東
口

仮
駅
前
広
場
に
利
用
を
切
り
替
え

ま
す
（
午
後
５
時
頃
。
左
図
の
青
色

部
分
）。

駅
西
口

臨
時
の
駐
輪
・
送
迎
待
避
場

駅
西
口
の
駅
前
広
場
は
、
現
在

整
備
中
で
す
。

自
転
車
で
駅
を
利
用
す
る
人
や

送
迎
す
る
車
は
、臨
時
の
駐
輪
場
・

臨
時
送
迎
車
用
待
避
場
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
（
下
図
）。
工
事
期
間
中

は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。稲

枝
駅
の
西
口
駅
前
広
場
は
、

住
宅
地
に
面
し
て
い
ま
す
。
通
学

路
も
あ
り
ま
す
の
で
、
通
行
に
は

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

西
口
の
駅
前
広
場
お
よ
び
ア
ク

セ
ス
道
路
が
完
成
す
る
ま
で
は
、

で
き
る
だ
け
東
口
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

臨時駐輪場

至　米原至　京都 JR稲枝駅

新駅舎
仮駅舎

新東口

仮駅前広場
閉鎖

至　米原至　京都

西口仮駅前広場

新駅舎

仮歩道 仮歩道

臨時送迎車用
待避場

臨時駐輪場

住宅地 住宅地

問
い
合
わ
せ
先　

市
街
地
整
備

課
☎
30-

６
１
２
６
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
24-

５
２
１
１
番
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り
市
民
環
境
部
関
連
の
意
見
が
最

も
多
く
、
そ
の
内
容
は
ご
み
や
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
な
ど
に
つ
い
て

の
意
見
で
し
た
。（
意
見
の
内
容
に

お
待
ち
し
て
い
ま
す

市
政
へ
の
意
見
・
提
言

口市
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

　

彦
根
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
市
政
へ
の
参
加
を
さ
ら
に
進
め

て
い
く
た
め
に
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
考
え
を
お
聴
き
す
る
「
市
政
へ

の
意
見
・
提
言
」
の
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。

　

彦
根
市
の
進
め
て
い
る
施
策
や

事
業
な
ど
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
建
設
的
な
意
見
・
提
言
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
い
た
だ
い
た
意
見
は
、
可
能
な

限
り
、
担
当
部
署
か
ら
文
書
・

電
話
な
ど
で
回
答
し
ま
す
。

▼
回
答
を
す
る
ま
で
に
、
１
か
月

程
度
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

▼
匿
名
の
場
合
に
は
回
答
し
ま
せ
ん
。

意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
く
方
法

郵
送
の
場
合

市
政
に
対
し
て
の
意
見
を
、
左

の
封
筒
の
裏
面
に
書
い
て
く
だ
さ

い
。記

入
後
、封
筒
を
切
り
取
っ
て
、

隅
の
「
の
り
し
ろ
」
で
貼
り
合
わ

せ
て
ポ
ス
ト
へ
投
か
ん
し
て
く
だ

さ
い
。
切
手
は
貼
ら
ず
に
そ
の
ま

ま
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
封
筒
は
広

報
ひ
こ
ね
に
年
２
回
掲
載
し
て
い
ま

す
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
投
稿
す
る
場
合

「
市
政
へ
の
意
見
・
提
言
」
を

ク
リ
ッ
ク
し
て
、
専
用
の
入
力

フ
ォ
ー
ム
に
意
見
な
ど
を
書
い
て

送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

４
月
〜
９
月
受
付
分
の
集
計
結
果

を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
「
市
政
へ
の
意
見･

提
言
」
に
、

96
人
の
皆
さ
ん
か
ら
１
２
０
件
の

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
平

成
28
年
４
月
～
同
９
月
受
付
分
）

内
容
別
件
数
で
は
、
表
の
と
お

よ
り
、
複
数
の
部
課
が
回
答
、
拝
読
し

て
い
る
場
合
が
あ
り
、
意
見
総
数
よ
り

内
訳
別
の
表
の
総
件
数
は
多
く
な
っ
て

い
ま
す
）

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
「
意
見･

提
言
」
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
暮

ら
し
に
根
ざ
し
た
意
見
、
提
言
と

し
て
今
後
の
市
政
運
営
の
参
考
と

し
ま
す
。
貴
重
な
意
見
を
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先　

ま
ち
づ
く

り
推
進
室
☎
30-

６
１
１
７

番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番
、

Ｅ
メ
ー
ル　

m
achizukuri@

m
a.city.hikone.shiga.jp

所属

市民環境部

産業部

教育委員会

福祉保健部

企画振興部

都市建設部

所属

総務部

市立病院

議会事務局

選挙管理委員会

消防本部

　　　　計

件数  

27

26

26

20

17

16

件数

10

4

2

2

1

151

料金受取人払郵便

差出有効期限
平成29年6月
30日まで

彦根局承認

1362

5 2 2 8 7 9 0

彦根市元町4番2号

彦根市役所

企画振興部

係 行

まちづくり推進室

「市政への意見・提言」

次のとおり封筒を作ってください
①キリトリ線（破線）に沿って切り、中央をや
まおりにしてください。
②のりしろにのりをつけて貼り合わせてく
ださい。
③切手は貼らずにそのままポストへ投か
んしてください。

個人情報の取り扱いについて

　個人情報については適正に管理し、連絡
や回答の場合を除き、他の目的に利用する
ことはありません。

や ま おり

の り し ろ

の
り
し
ろ

の
り
し
ろ
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た に おり

20歳未満
40歳代

20歳代
50歳代 60歳以上

30歳代

住所

氏名

電話番号 性別

年齢

男 女

について　　　　　　　　       　　　　　　　　

フリガナ

除
雪
作
業
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

 

　 

　
口市
道
路
河
川
課　

　

彦
根
市
は
、
積
雪
で
交
通
に
影

響
が
出
な
い
よ
う
に
、
12
月
１
日

㈭
か
ら
来
年
の
３
月
20
日
（
月
・

祝
）
ま
で
の
積
雪
時
に
、
幹
線
道

路
を
中
心
に
除
雪
を
行
い
ま
す
。

　

深
夜
か
ら
早
朝
に
か
け
て
、
凍

結
防
止
の
た
め
の
作
業
や
除
雪
作

業
を
行
い
ま
す
。
交
通
確
保
に
努

め
て
い
ま
す
の
で
、
作
業
の
妨
げ

と
な
る
路
上
駐
車
な
ど
を
し
な
い

よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
彦
根
市
の
作
業
だ
け
で

は
、
全
て
の
路
線
を
短
時
間
に
除

雪
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
幹

線
道
路
以
外
の
集
落
内
道
路
や
通

学
路
・
歩
道
な
ど
の
除
雪
に
つ
い

て
は
、
自
治
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の

皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先　

道
路
河
川
課

☎
30-
６
１
２
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

５
２
１
１
番

障
害
者
雇
用
推
進
事
業
所
を

表
彰
し
ま
し
た

　口市
地
域
経
済
振
興
課

彦
根
市
・
彦
根
商
工
会
議
所
・
稲

枝
商
工
会
で
は
、
社
会
に
お
け
る

障
害
者
雇
用
の
重
要
性
を
広
め
、

障
害
者
雇
用
の
促
進
と
就
労
の
安

定
を
図
る
た
め
、
障
害
者
雇
用
に

対
し
て
理
解
と
熱
意
の
あ
る
事
業

所
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

審
査
の
結
果
、
株
式
会
社
清
水

合
金
製
作
所
に
決
定
し
、
表
彰
式

を
行
い
ま
し
た
。

♦
株
式
会
社
清
水
合
金
製
作
所

上
下
水
道
用
各
種
弁
類
の
製
造

や
製
鉄
プ
ラ
ン
ト
用
耐
熱
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
弁
な
ど
の
製
造
を
行
っ
て

い
ま
す
。

同
事
業
所
は
、
障
害
者
雇
用
に

理
解
と
熱
意
が
あ
り
、
積
極
的
に

障
害
者
雇
用
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
職
場
見
学
な
ど
を
積

極
的
に
受
け
入
れ
る
な
ど
、
業
務

意
欲
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

地
域
経
済
振

興
課
☎
30-

６
１
１
９
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

９
６
７
６
番
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対
象　

▼
金
亀
公
園
（
野
球
場
、テ
ニ
ス
コ
ー

ト
、
多
目
的
競
技
場
）

▼
荒
神
山
公
園
（
野
球
場
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
、
多
目
的
広
場
）

優
先
利
用
申
込
条
件
（
次
の
条
件
を

全
て
満
た
す
こ
と
）　

①
各
施
設
の
利
用
目
的
に
応
じ
た

も
の
で
あ
る
こ
と

②
参
加
者
が
お
お
む
ね
１
０
０
人

以
上
で
あ
る
こ
と

③
行
商
行
為
に
該
当
し
な
い
も
の

④
大
会
準
備
に
相
当
の
時
間
を
要

し
、
通
常
の
申
し
込
み
で
は
実

施
が
難
し
い
も
の

申
込
方
法　

公
園
管
理
事
務
所
に

あ
る
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
書
い
て
、
公
園
管
理
事

務
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

平
成
29
年
１
月
６
日

㈮
午
後
５
時
（
必
着
）

会
議
開
催
日
時　

平
成
29
年
１
月

14
日
㈯　
午
前
10
時

会
議
開
催
場
所　

市
民
体
育
セ
ン

タ
ー
（
松
原
町
）
２
階
会
議
室

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

髙
木
・

技
研　

特
別
共
同
体
〈
金
亀
・

荒
神
山
公
園
指
定
管
理
者
〉
☎
21-

３
９
２
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
２
２
７
番

平
成
29
年
度

市
民
体
育
セ
ン
タ
ー

年
間
使
用
調
整
会
議

 

　
　
市
民
体
育
セ
ン
タ
ー　

　

よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
施
設
を

効
率
よ
く
使
用
い
た
だ
く
た
め
、

優
先
使
用
に
関
す
る
年
間
使
用
調

整
会
議
を
開
催
し
ま
す
。

　

平
成
29
年
４
月
〜
同
30
年
３
月

に
、
大
会
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
、
市

民
体
育
セ
ン
タ
ー
の
優
先
使
用
を

希
望
す
る
団
体
は
、
申
込
用
紙
を

提
出
し
、
会
議
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。　

　

な
お
内
容
に
よ
っ
て
は
、希
望
に

添
え
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

優
先
使
用
申
込
条
件
（
次
の
条
件
を

全
て
満
た
す
こ
と
）　

①
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
が
目

的
で
あ
る
こ
と

②
参
加
者
が
お
お
む
ね
１
０
０
人

以
上
で
あ
る
こ
と

③
日
程
な
ど
が
す
で
に
決
定
さ

れ
、
通
常
の
申
し
込
み
（
市
内

団
体
の
場
合
は
開
催
日
の
90
日
前
、

市
外
団
体
は
開
催
日
の
40
日
前
か
ら

申
請
可
能
）
で
は
実
施
が
難
し

い
も
の

④
他
の
施
設
で
は
実
施
で
き
な
い

も
の

⑤
練
習
会
や
稽
古
、
こ
れ
ら
に
類

す
る
大
会
で
は
な
い
こ
と

申
込
方
法　

市
民
体
育
セ
ン
タ
ー

の
窓
口
に
あ
る
所
定
の
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

12
月
19
日
㈪

会
議
開
催
日
時　

平
成
29
年
１
月

20
日
㈮　
午
後
２
時

会
議
開
催
場
所　

市
民
体
育
セ
ン

タ
ー
（
松
原
町
）
２
階
会
議
室

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
民

体
育
セ
ン
タ
ー
（
火
曜
日
休
館
）

☎
23-

２
２
９
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

23-

２
２
９
４
番

年
末
の
ご
み
な
ど
の

直
接
搬
入

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口市
清
掃
セ
ン
タ
ー　

年
末
の
ご
み
な
ど
の

清
掃
セ

ン
タ
ー
へ
の
直
接
搬
入
の
日
程
は
、

左
表
の
と
お
り
で
す
。

品
目
に
よ
っ
て
搬
入
で
き
る
時

間
帯
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、

清
掃
セ
ン
タ
ー
は
12

月
31
日
㈯
か
ら
平
成
29
年
１
月
３

日
㈫
ま
で
休
み
で
す
（
受
付
は
１
月

４
日
㈬
か
ら
）。

※
時
間
外
の
搬
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
住
所
確
認
の
た
め
に
、
受
付
で

運
転
免
許
証
な
ど
の
提
示
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
12
月
29
日
㈭
、
同
30
日
㈮
は
燃

や
す
ご
み
を
収
集
し
ま
す
。
収

集
地
域
は
「
ご
み
等
の
収
集
カ

レ
ン
ダ
ー
」
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

燃
や
す
ご
み
の
出
し
方
が

変
わ
り
ま
す

来
年
４
月
か
ら
全
て
の
燃
や
す

ご
み
は
、
指
定
専
用
袋
に
入
れ
て

出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

新
聞
、
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
、
枝

木
な
ど
も
同
様
で
す
。
１
袋
で
出

す
重
さ
は
、
約
10
キ
ロ
グ
ラ
ム
ま

で
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

清
掃
セ
ン

タ
ー
☎
22-

２
７
３
４
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

７
７
８
７
番

平
成
29
年
度

金
亀
公
園
・
荒
神
山
公
園

年
間
利
用
調
整
会
議

　
髙
木
・
技
研
　
特
別
共
同
体

　

よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
公
園
施

設
を
効
率
よ
く
利
用
い
た
だ
く
た

め
、
各
施
設
の
利
用
に
関
す
る
年

間
利
用
調
整
会
議
を
開
催
し
ま
す
。

　

平
成
29
年
４
月
〜
同
30
年
３
月

に
、
大
会
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
、

優
先
的
に
施
設
の
利
用
を
希
望
す

る
団
体
は
、
申
込
用
紙
を
提
出
し
、

会
議
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

希
望
に
添
え
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

12月29日㈫
　

１2月30日㈬

9：00～12：00 

粗大ごみ（小型家電

含む）

蛍光管

 

燃やすごみ
容器包装プラスチック
缶・金属類、びん
新聞・雑誌・段ボール

13：00～16：15
12月29日㈭、30日㈮
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●

宝
く
じ
の
助
成
金
を
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に

生
か
し
て
い
ま
す

　 
口市
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
宝

く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
度
に
こ

の
制
度
を
活
用
し
て
実
施
さ
れ
た

事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

【
広
場
の
整
備
（
広
野
町
内
会
）】

広
野
町
内
会
で
は
、
広
場
に
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
用
具
や
休
憩
所

な
ど
を
設
置
し
ま
し
た
。
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
む
た
め
に
広

場
に
集
ま
る
人
が
増
え
、
集
う
場

に
な
り
、
つ
な
が
り
も
増
え
ま
し

た
。

問
い
合
わ
せ
先　

ま
ち
づ
く

り
推
進
室
☎
30-

６
１
１
７
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

ストップ滞納！！強化月間
皆さんが納める県税や市税は、福祉、教育な

どの身近な行政サービスに使われる大切な財
源です。

県と市では、12 月を「ストップ滞納！！強
化月間」として、税の公平な負担の観点から、
一斉に滞納整理を強化します。

滞納のまま放置すると、給与などの差押えや
自宅の捜索などを行う場合があります。納め忘
れがないかお確かめください。
県税について　 東北部県税事務所湖東納税

課☎ 27-2206　
市 税 に つ い て　 納 税 課 ☎ 30-6109、

FAX22-1398

臨
時
福
祉
給
付
金
と

障
害
・
遺
族
年
金
受
給
者
向
け

給
付
金
の
申
請
は
平
成
29
年
1

月
31
日
㈫
ま
で

　　口市
臨
時
給
付
金
支
給
室

対
象
者
に
は
、
お
知
ら
せ
と
申

請
書
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。
申
請

に
必
要
な
書
類
な
ど
は
、
広
報
ひ

こ
ね
10
月
１
日
号
を
確
認
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

両
給
付
金
を
装
っ
た
振
り
込
め

詐
欺
や
個
人
情
報
の
詐
取
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

臨
時
給
付
金

支
給
室
☎
０
１
２
０-

１
５
２

８-

90
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９

８
番

福
祉
有
償
運
送
の

登
録
申
請

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口市
障
害
福
祉
課　

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
が
、
営
利
を

目
的
と
し
な
い
範
囲
で
、
外
出
時

に
支
援
が
必
要
な
要
介
護
認
定
者

や
身
体
障
害
者
な
ど
を
車
を
使
っ

て
、
有
償
で
移
送
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
（
福
祉

有
償
運
送
）を
提
供
す
る
場
合
に
は
、

「
道
路
運
送
法
」
に
基
づ
き
、運
輸

支
局
へ
の
登
録
が
必
要
で
す
。

　

登
録
に
は
、「
彦
根
市
福
祉
有
償

運
送
運
営
協
議
会
」
の
合
意
が
必

要
で
す
。
福
祉
有
償
運
送
の
サ
ー

ビ
ス
を
行
お
う
と
す
る
団
体
は
、

期
限
ま
で
に
必
要
書
類
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

12
月
22
日
㈭　

午
後

５
時
15
分

※
今
回
の
申
請
分
は
、
平
成
29
年

１
月
下
旬
ま
た
は
同
年
２
月
上

旬
に
開
催
予
定
の
「
彦
根
市
福

祉
有
償
運
送
運
営
協
議
会
」
で

審
査
さ
れ
ま
す
。

そ
の
他　

必
要
書
類
、
様
式
な
ど

詳
し
く
は
、
彦
根
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

書
類
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

彦

根
市
福
祉
有
償
運
送
運
営
協
議

会
事
務
局
（

障
害
福
祉
課
内
）

☎
27-

９
９
８
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

26-

１
７
６
７
番
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意
見
公
募
手
続
制
度

意
見
公
募
手
続
制
度

ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

彦
根
市
火
災
予
防
条
例
の

一
部
改
正
（
素
案
）

内
容　

市
民
の
皆
さ
ん
に
施
設
を

安
心
し
て
利
用
い
た
だ
け
る
よ

う
に
、
立
入
検
査
で
確
認
し
た

重
大
な
消
防
法
違
反
の
情
報
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
す

る
た
め
に
同
条
例
を
改
正
し
ま

す
。

素
案
の
公
開
場
所　

消
防
本
部

予
防
課
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

（
市
役
所
１
階
）、
支
所
、
各
出
張

所
、
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

素
案
の
公
開
期
間
と

意
見
の
提
出
期
間　

12
月
１
日
㈭

〜
同
30
日
㈮
（
必
着
）　

提
出
方
法　

消
防
本
部
予
防
課

に
直
接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

消
防

本
部
予
防
課（
〒
５
２
２-

０
０
５

４　

西
今
町
４
１
５
）☎
22-

０
３

３
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

９
４
２

７
番
、
Ｅ
メ
ー
ル　

hikonefd.
yobou@

bz03.plala.or.jp

※
意
見
の
提
出
用
紙
は
、
各
公
開

場
所
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
様
式
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
な

ど
は
、
意
見
に
対
す
る
彦
根
市
の

考
え
方
と
と
も
に
整
理
し
た
上
で
、

彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公

表
し
ま
す
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
に

対
し
て
、
個
別
に
回
答
は
し
ま
せ

ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

小
規
模
企
業
者
小
口
簡
易

資
金
貸
付
制
度

口市
地
域
経
済
振
興
課

小
規
模
企
業
者
小
口
簡
易
資
金

貸
付
制
度
と
は
、
小
規
模
企
業
者

の
皆
さ
ん
に
、
経
営
の
安
定
を
図

る
た
め
の
資
金
を
、
原
則
、
無
担

保
・
無
保
証
人
で
融
資
す
る
制
度

で
す
。

貸
付
限
度
額　

１
企
業
３
口
、

同
じ
年
度
内
の
借
入
申
込
み

は
３
回
を
限
度
と
し
、
１
、

２
５
０
万
円
以
内
で
す
。
た
だ

し
、
既
存
の
保
証
協
会
の
保
証

付
融
資
残
高
と
の
合
計
は
１
、

２
５
０
万
円
を
限
度
と
し
ま

す
。

返
済
期
間　

▼
運
転
資
金　

５
年
以
内
（
う
ち

据
置
６
か
月
以
内
）

▼
設
備
資
金　

７
年
以
内
（
う
ち

据
置
６
か
月
以
内
）

金
融
機
関　

市
内
の
滋
賀
銀
行
・

滋
賀
中
央
信
用
金
庫
・
関
西

ア
ー
バ
ン
銀
行
の
各
支
店

担
保
・
保
証
人　

無
担
保
・
無
保

証
人
（
信
用
保
証
協
会
保
証
付
）

で
す
。
た
だ
し
、
法
人
の
場
合

は
そ
の
代
表
者
が
保
証
人
と
な

り
ま
す
。

資
格
条
件　

①
〜
⑥
を
す
べ
て
満

た
す
人
が
対
象
で
す
。

①
市
内
に
１
年
以
上
居
住
（
法
人

の
場
合
は
、１
年
以
上
の
所
在
実
績
）

し
、
県
内
で
１
年
以
上
継
続
し

て
同
一
事
業
を
営
ん
で
い
る
こ

と
（
事
業
所
得
に
係
る
税
の
申
告

を
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
）。

②
常
時
雇
用
す
る
従
業
員
の
数
が

20
人
（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
は
５

人
、
た
だ
し
サ
ー
ビ
ス
業
の
う
ち
宿

泊
業
・
娯
楽
業
は
20
人
）
以
下
の

事
業
を
し
て
い
る
人

③
市
税
を
完
納
し
て
い
る
人

④
小
規
模
企
業
者
小
口
簡
易
資
金

を
再
度
利
用
す
る
人
は
、
次
の

要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

▼
こ
の
資
金
の
借
入
残
高
の
あ
る

人
が
重
ね
て
借
り
入
れ
を
申
し

込
む
場
合
は
、
元
利
返
済
を
直

近
１
年
以
上
延
滞
な
く
行
っ
て

い
る
こ
と
。

▼
前
回
借
り
入
れ
た
こ
の
資
金
を

県
制
度
融
資
の
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
資
金
（
借
換
枠
）
ま
た

は
旧
経
営
安
定
借
換
資
金
に
よ

り
借
り
換
え
た
場
合
は
、
融
資

実
行
日
よ
り
１
年
間
を
経
過
し

て
い
る
こ
と
。

⑤
金
融
機
関
か
ら
取
引
停
止
処
分

を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

⑥
滋
賀
県
信
用
保
証
協
会
を
利
用

で
き
る
資
格
を
有
す
る
こ
と
。

手
続
き
方
法　

応
接
に
よ
り
、
制

度
の
説
明
な
ど
を
行
い
ま
す
。

彦
根
商
工
会
議
所
（
中
央
町
３

-

８　

☎
22-

４
５
５
１
番
）
ま
た

は
稲
枝
商
工
会
（
稲
部
町
６
０
７

-

１　

☎
43-

２
２
０
１
番
）
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

留
意
事
項　

申
込
み
手
続
き
後

に
、
彦
根
市
中
小
企
業
金
融
審

査
会
で
貸
付
の
可
否
を
審
査
し

て
、
そ
の
結
果
を
申
込
者
と
信

用
保
証
協
会
に
通
知
し
ま
す
。

な
お
、貸
し
付
け
の
実
行
に
は
、

別
途
、
信
用
保
証
協
会
の
審
査

が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

地
域
経
済
振

興
課
☎
30-

６
１
１
９
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

９
６
７
６
番
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第
68
回
人
権
週
間　

12
月
４
日
㈰
〜
同
10
日
㈯

み
ん
な
で
築
こ
う
　
人
権
の
世
紀

〜
考
え
よ
う　

相
手
の
気
持
ち　

　

未
来
へ
つ
な
げ
よ
う　

違
い
を
認
め
合
う
心
〜

　

あ
ら
ゆ
る
差
別
や
偏
見
を
な

く
し
、
み
ん
な
が
明
る
く
暮
ら
せ

る
社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
、
人
権
に
つ
い
て
正
し

く
理
解
し
、
周
り
の
人
の
人
権
を

尊
重
す
る
意
識
を
持
つ
こ
と
が

と
て
も
大
切
で
す
。

　
「
人
権
週
間
」
を
機
会
に
、
家

庭
で
、
職
場
で
、
学
校
で
、
地
域

で
、
家
族
と
、
友
達
と
、
み
ん
な

と
、
身
近
な
こ
と
か
ら
人
権
に
つ

い
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

人
権
政
策

課
☎
30-

６
１
１
５
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
24-

８
５
７
７
番

人
権
に
関
わ
る
相
談
は

人
権
擁
護
委
員
・
各
相
談
窓
口
へ

人
権
に
関
す
る
問
題
で
、
相
談

す
る
相
手
が
な
く
て
困
っ
た
と

い
う
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ

ん
な
と
き
に
は
、
人
権
擁
護
委
員

や
法
務
局
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

い
じ
め
や
体
罰
、
児
童
虐
待
な

ど
の
子
ど
も
の
人
権
や
、
配
偶

者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
な

ど
の
女
性
の
人
権
を
は
じ
め
、
あ

ら
ゆ
る
差
別
問
題
や
家
庭
内
、
職

場
内
、
隣
近
所
で
の
問
題
な
ど
に

つ
い
て
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

▼
全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ

ル　

☎
０
５
７
０-

０
０
３-

１

１
０
番

▼
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
☎

０
１
２
０-
０
０
７-

１
１
０
番

▼
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０-

０
７
０-
８
１
０

番
▼
大
津
地
方
法
務
局
彦
根
支
局

☎
22-

０
２
４
２
番

い
ず
れ
も
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
、年

末
年
始
を
除
く
）

※
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。
安
心

し
て
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

子
メ
ー
タ
ー
に
は
、
有
効
期
限

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
期
限
が

過
ぎ
れ
ば
取
り
替
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
電
気
工
事
店
な
ど
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

関
西
地
区
証
明

用
電
気
計
器
対
策
委
員
会
事
務

局
☎
06-

６
４
５
１-

２
３
５

５
番

耕
作
放
棄
地
の
解
消
へ
の

取
り
組
み

彦
根
市
農
業
再
生
協
議
会

農
地
は
、
食
料
生
産
の
役
割
を

果
た
す
だ
け
で
な
く
、
雨
水
を
一

時
的
に
貯
留
し
、
洪
水
や
土
砂
崩

れ
を
防
い
だ
り
、
多
様
な
生
き
物

を
育
ん
だ
り
し
て
、
私
た
ち
の
生

活
に
さ
ま
ざ
ま
な
恩
恵
を
も
た
ら

し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、近
年
で
は
、農
業
従
事

者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
、
米

価
の
下
落
に
よ
る
所
得
の
低
下
な

ど
か
ら
、
農
業
を
辞
め
る
人
が
増

加
し
、
耕
作
放
棄
地
が
増
え
て
い

ま
す
。
そ
の
結
果
、
病
害
虫
の
発

生
や
雑
草
の
繁
茂
、
農
業
用
水
利

施
設
の
管
理
へ
の
支
障
な
ど
が
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
現
状
を
改
善
す
る
た

め
、
当
協
議
会
で
は
、
国
と
県
の

制
度
を
活
用
し
、
耕
作
放
棄
地
を

再
生
す
る
作
業
に
対
し
交
付
金
の

支
払
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。
制
度

内
容
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

詳
し
く
は
、
事
前
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。（
交
付
決
定
前
に
着
手

す
る
と
、交
付
金
が
支
払
わ
れ
ま
せ
ん
）

制
度
内
容　

耕
作
放
棄
地
を
再
生

す
る
費
用
と
し
て
、
交
付
金

（
７
・
５
万
円
／
10
ア
ー
ル
）
が
支

払
わ
れ
ま
す
。

対
象　

耕
作
放
棄
地
を
再
生
す
る

農
業
者
な
ど

※
耕
作
放
棄
地
の
所
有
者
は
対
象
外

条
件　

再
生
し
た
圃ほ

場じ
ょ
う（

田
畑
）
で

５
年
以
上
農
産
物
を
作
付
け
す

る
な
ど

今
後
、
さ
ら
に
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
の
で
、
農
地
所
有

者
や
農
家
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
市
農
業
再

生
協
議
会
事
務
局
（

　
農
林
水
産

課
内
）
☎
30-

６
１
１
８
番
、Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

９
６
７
６
番

ご
確
認
く
だ
さ
い

電
気
の
子
メ
ー
タ
ー
有
効
期
限

　　　　電
気
計
器
対
策
委
員
会
事
務
局

電
気
の
子
メ
ー
タ
ー
と
は
、
ア

パ
ー
ト
な
ど
で
一
括
し
て
電
力
会

社
に
支
払
っ
た
電
気
料
金
を
使
用

量
に
応
じ
て
配
分
す
る
計
器
の
こ

と
で
す
。

広報ひこねへの広告を募集しています
掲載料　　1 枠　3 万円
大きさ　　縦　45.5mm　横　86mm
申込締切　原則、発行日の 1 か月前
※ホームページのバナー広告も募集中です。詳し

くはお問い合わせください。
申込・問い合わせ先　 秘書政策課☎ 30-6103、

FAX22-1398
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年末は交通事故が多発する傾向にあり、地域で連
携して事故防止に取り組む必要があります。

彦根・犬上地区交通安全対策連絡協議会（市民、
彦根署管内の行政、警察、関係協会で構成される団体）では、
チラシなどを配布して交通安全の啓発を行います。
一人ひとりが正しい交通マナーを実践しましょう。

交通安全ポスター・作文コンクール結果
※市内の会長賞、特別賞のみ掲載

ポスター部門
▶︎小学校 1 〜 3 年生の部　中山慧

けい

人
と

さん（旭森小 3
年）、山下由

ゆ

莉
り

（城南小 3 年）、4 〜 6 年生の部　
三槗力

りき

也
や

さん ( 城陽小 6 年 )

▶︎中学生の部　木村茉
ま

緒
お

さん ( 中央中 1 年 )、鹿
田悠

ゆ

以
い

さん ( 南中 3 年 )

作文部門
▶︎小学校 1 〜 3 年生の

部　金沢陽
はる

斗
と

さん（高
宮小 3 年）、堤陸

りく

人
と

( 河
瀬 小 3 年 )　4 〜 6 年
生の部　三槗力

りき

也
や

さん
( 城陽小 6 年 )

▶︎中学生の部　横田朱
あか

音
ね

さん ( 中央中 1 年 )　
▲ポスター部門中学生の部・
木村茉緒さんの作品

高齢者と子どもの交通事故防止
〜交通安全 更なる 県民総ぐるみ〜

年末の交通安全県民運動 12 月 1 日㈭〜同 31 日㈯

彦根・
犬上地

区交通

安全対
策連絡

協議会
お知ら

せ

問い合わせ先　彦根・犬上地区交通安全対策連絡協議会（ 交通対策課内）☎ 30-6134、FAX24-5211

▲ JR彦根駅前で自転車の利用者に交通マナーを啓発

75歳以上が対象
高齢者ドライバーの運転免許更新の見直し

平成 29 年 3 月 12 日以降に運
転免許の更新手続きをする 75 歳以
上の人は、認知機能検査後の手続き
などが変更されます。
この検査は、記憶力や判断力の簡

単な検査で、結果によっては医師の
診断が必要な場合があります。その
場合、運転免許の更新に日数がかか
りますので手続きを早めに済ませて
ください。
問い合わせ先　滋賀県公安委員会
（滋賀県警察本部交通部運転免許課）

　☎077-585-1255

認知症と診断 認知症ではない

高齢者講習
（3時間）

高齢者講習
（2時間）

認知機能検査（記憶力・判断力の簡易検査）

低くなっている 少し低くなっている 心配ない

医師の診断

免許更新

免許取り消し
免許停止など

※検査内容など詳しくはお問い合わせください。
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国宝・彦根城築城410年祭
〜直虎、直政からの継承、そして未来へ〜

開催期間　平成 29 年 3 月 18 日㈯〜同 12 月 10 日㈰

彦根の魅力を世界へ発信　市民提案事業を募集中
内容　
▶︎彦根の歴史や文化、伝統など、魅力を発信できる事業
▶︎井伊直政公、直虎公、井伊家の功績を顕彰し発信する事業
▶︎彦根城や井伊家に関するテーマで彦根市への効果的な誘客が

見込めるもの
対象　市内に活動拠点がある団体で、その団体に属する人が市内

に在住、在勤、在学していること。
実施できる期間　同祭開催期間中　　
件数　10 事業
補助額　上限 20 万円　　

申込期限　平成 29 年 1 月 13 日㈮（必着）

審査結果　平成 29 年 1 月下旬（全ての応募者に連絡します）

申込方法　「提案書」「提案団体等調書」を、国宝・彦根城築城
410 年祭推進委員会事務局に提出してください。様式は、彦
根市ホームページからダウンロードできます。

その他　補助内容など詳しくは、彦根市ホームページでも確認で
きます。

申込・問い合わせ先　国宝・彦根城築城 410 年祭推進委員会事務
局　（ 彦根城築城 410 年祭推進室内）☎ 30-6143、FAX22-
1398

開催まで、あと 107 日

湖
東
定
住
自
立
圏
（
彦
根
市
と
愛
荘
町
、
豊
郷
町
、
甲 

良 

町
、多
賀
町
と
の
広
域
連
携
）
の
具
体
的
な
取
り
組
み

企
業
立
地
の
促
進

圏
域
の
経
済
を
活
性
化
す
る
た
め
、

圏
域
の
市
町
が
協
力
し
て
、
企
業
立

地
の
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

雇
用
の
確
保
を
行
い
、
定
住
の
促

進
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
目
標
に
し
て

い
ま
す
。

湖
東
圏
域
企
業
立
地
基
本
計
画

昨
年
、
第
２
期
『
湖
東
圏
域
企
業

立
地
基
本
計
画
』
を
策
定
し
ま
し
た
。

計
画
の
ポ
イ
ン
ト

▼
地
場
産
業
と
大
学
な
ど
の
研
究
機

関
の
技
術
と
、
人
材
の
融
合
に
よ

る
新
し
い
付
加
価
値
が
あ
る
地
場

産
業
の
創
出

▼
立
地
企
業
の
技
術
と
大
学
な
ど
の

知
的
資
源
の
連
携
、
立
地
企
業
間

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
よ
る

高
度
も
の
づ
く
り
産
業
、
環
境
産

業
と
関
連
産
業
の
創
出

▼
地
域
特
産
物
を
活
か
し
た
農
商
工

連
携

こ
れ
ら
の
産
業
の
集
積
と
高
度
化
、

人
材
育
成
を
圏
域
で
連
携
し
て
い
き

ま
す
。
な
お
、
同
計
画
を
策
定
し
た

こ
と
で
、
国
か
ら
企
業
立
地
に
関
す

る
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。　

企
業
立
地
の
サ
ポ
ー
ト
内
容
は
、

各
市
町
の
担
当
窓
口
に
設
置
し
て
い

る
「
湖
東
定
住
自
立
圏
企
業
立
地
ガ

イ
ド
」に
掲
載
し
て
ま
す
。
ま
た
、彦

根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
内
容
を
確

認
で
き
ま
す
。

今
後
も
新
た
な
計
画
の
も
と
、
こ

れ
ら
の
支
援
施
策
を
活
用
し
、
よ
り

一
層
の
、
圏
域
内
の
企
業
立
地
の
促

進
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

湖
東
圏
域
企
業
立
地
担
当
者
研
修
会

圏
域
内
の
市
町
の
企
業
立
地
担
当

者
が
集
ま
り
、
定
期
的
に
担
当
者
研

修
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
研
修
会
で
は
、
外
部
か
ら
企

業
立
地
に
関
す
る
専
門
講
師
を
招
い

て
、
企
業
立
地
施
策
の
研
究
と
、
情

報
・
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

多
種
多
様
な
活
気
あ
る
企
業
の
発

展
を
目
指
し
て
、
今
後
も
圏
域
の
企

業
立
地
施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

地
域
経
済
振
興

課
☎
30-

６
１
１
９
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

９
６
７
６
番
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年
〜
６
年
生　
〈
費
用
〉１
０
０
円　

〈
定
員
〉
20
人
（
先
着
順
）　
〈
申
込

開
始
日
〉
12
月
５
日
㈪
午
前
９
時　

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

３
５
８
２
番　

※
電
話
か
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ウ
ィ
ズ
多
文
化
交
流
セ
ミ
ナ
ー

手
軽
に
本
格
的
な

ア
メ
リ
カ
の
ク
リ
ス
マ
ス
料
理

〈
内
容
〉
市
内
で
開
店
し
て
い
る

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
か
ら
料
理
を
教

わ
り
、
地
元
の
食
材
を
多
用
し
た

ク
リ
ス
マ
ス
料
理
を
作
り
ま
す
。　

〈
日
時
〉12
月
16
日
㈮　

午
後
６
時

30
分
〜
同
８
時
30
分　
〈
場
所
〉

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ

ズ
」（
平
田
町
）
調
理
実
習
室　
〈
対

象
〉
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
人　
〈
定
員
〉
20
人
（
先
着
順
）　

〈
費
用
〉
１
、５
０
０
円
（
材
料
費
を

含
む
）　
〈
申
込
期
間
〉12
月
１
日
㈭

〜
同
14
日
㈬　
〈
持
ち
物
〉ふ
き
ん

２
枚
、
三
角
巾
、
エ
プ
ロ
ン　
〈
託

児
〉
０
歳
〜
就
学
前　

※
１
人
３

irohagum
i.com

　

※
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
①

住
所
②
氏
名
③
連
絡
先（
電
話
番
号
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
）
を
書
い
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
な
お
、
受

講
決
定
は
、
後
日
連
絡
し
ま
す
。

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
（
旧
東
山
会
館
）

ク
リ
ス
マ
ス
会

〈
内
容
〉
　

簡
単
な
ク
リ
ス
マ
ス

グ
ッ
ズ
作
り
や
ゲ
ー
ム
な
ど
で

交
流
し
ま
す
。　
〈
日
時
〉
　

12
月

10
日
㈯
午
前
10
時
〜
同
11
時
30

分　
〈
場
所
〉

市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
（
里
根
町
）　
〈
対
象
〉
小
学
１

０
０
円
、
要
事
前
申
込　
〈
申
込
・

問
い
合
わ
せ
先
〉

男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」
☎
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

３
５
２
９
番　

※
電
話

か
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
直
接
窓
口
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

ハ
ン
ド
ベ
ル
を
演
奏
し
よ
う

〈
内
容
〉
　

ハ
ン
ド
ベ
ル
の
鳴
ら
し

方
を
学
ん
で
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
曲

を
演
奏
し
ま
す
。　
〈
日
時
〉
　

12

月
17
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜
同
11

時
30
分　
〈
場
所
〉
ふ
れ
あ
い
の

館
（
八
坂
町
）　
〈
対
象
〉
市
内
の
小

学
生
と
保
護
者　
〈
費
用
〉
無
料　

〈
定
員
〉
30
人
（
先
着
順
）　
〈
申
込

期
間
〉
12
月
１
日
㈭
〜
同
15
日
㈭　

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

ふ

れ
あ
い
の
館
☎
25-

４
４
５
２
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
47-

５
０
８
８
番　

※
電

話
か
、
直
接
窓
口
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

子
ど
も
教
室

楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
を
演
出

し
よ
う
！

〈
内
容
〉
好
き
な
色
や
形
、
香
り
、

大
き
さ
の
キ
ャ
ン
ド
ル
を
作
り
ま

す
。　
〈
日
時
〉12
月
18
日
㈰　

午

後
１
時
30
分
〜
同
３
時　
〈
場
所
〉

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
（
日
夏
町
）

多
目
的
室　
〈
対
象
〉　

小
学
生
〜

中
学
生
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）　

い
ろ
は
組

剪せ
ん

定て
い

講
習
会

〈
内
容
〉
初
心
者
を
対
象
に
し
た

庭
園
管
理
、
倒
れ
た
竹
の
撤
去
や

剪
定
の
講
習
で
す
。　
〈
日
時
〉

12
月
４
日
㈰
午
前
９
時
〜
同
11
時　

〈
場
所
〉彦
根
城
内　

木
俣
家
庭
園

（
金
亀
町
）　
〈
定
員
〉
15
人
（
先
着
順
）
　

〈
費
用
〉
無
料　
〈
申
込
期
間
〉
12

月
１
日
㈭
〜
同
3
日
㈯　
〈
持
ち

物
〉
タ
オ
ル
、軍
手
、飲
み
物
、雨

具
、
剪
定
ば
さ
み
（
持
っ
て
い
る
人
）
　

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
い
ろ
は

組
（
滝
川
さ
ん
）
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
48-

１
７
２
５
番
、
Ｅ
メ
ー
ルhttp://

〈
費
用
〉
３
０
０
円　
〈
定
員
〉
15

人
（
先
着
順
）　
〈
申
込
期
間
〉
12
月

３
日
㈯
〜
同
15
日
㈭　
　
〈
申
込
・

問
い
合
わ
せ
先
〉

子
ど
も
セ

ン
タ
ー
☎
28-

３
６
４
５
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
28-
３
６
４
６
番　

※
電
話
、

ま
た
は
直
接
窓
口
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
ひ
こ
ね

し
め
な
わ
作
り
教
室

〈
内
容
〉
わ
ら
を
使
っ
て
、
お
正

月
に
飾
る
素
朴
な
し
め
な
わ
（
玄

関
用
の
も
の
、従
来
型
〈
一
の
字
型
〉）

を
作
り
ま
す
。　
〈
日
時
〉12
月
27

日
㈫　

午
前
９
時
30
分
〜
同
10
時

30
分　
〈
場
所
〉グ
リ
ー
ン
ピ
ア
ひ

こ
ね
（
清
崎
町
）　
〈
対
象
〉
市
内
に

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人　
〈
定

員
〉
20
人
（
先
着
順
）　
〈
費
用
〉
５

０
０
円　
〈
申
込
期
間
〉12
月
１
日

㈭
〜
同
９
日
㈮　
〈
申
込
・
問
い
合

わ
せ
先
〉
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
ひ
こ
ね

☎
25-

３
９
０
９
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
25-

３
９
７
２
番　

※
費
用
を
添
え
て

窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

彦根市立病院　市民公開講座

「乳がんの標準的治療とは」
「こころに寄り添う緩和ケア」

日時　12月22日㈭13：30〜15：00（受付13：00）

場所　くすのきセンター（市立病院敷地内）

講師　外科　寺村康史 医師
         緩和ケア科　黒丸尊治 医師
定員　60 人
費用　無料
申込期限　12 月 21 日㈬
問い合わせ先　市立病院がん相談支援センター

　市民公開講座担当係☎ 22-6050（内線
1255）FAX22-6093　E メール gansoudan@
municipal-hp.hikone.shiga.jp
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入
門
講
座  

彦
根
藩
の
歴
史

「
井
伊
直
虎
と
井
伊
直
政
」

〈
内
容
〉
平
成
29
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河

ド
ラ
マ
「
お
ん
な
城
主　

直
虎
」

の
主
人
公
・
井
伊
直
虎
と
、
彦
根

藩
初
代
・
井
伊
直
政
に
着
目
し
た

講
座
で
す
。　
〈
日
時
〉
平
成
29

年
１
月
28
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

同
４
時　
〈
場
所
〉
彦
根
城
博
物
館

（
金
亀
町
）
能
舞
台
正
面
見
所　
〈
対

象
〉
中
学
生
以
上　
〈
定
員
〉
１
２

０
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

結
果
は
12
月
24
日
㈯
以
降
に
連
絡
し
ま

す
）　
〈
費
用
〉
２
０
０
円
（
資
料
代
）　

〈
申
込
期
間
〉
12
月
１
日
㈭
〜
同

20
日
㈫
（
必
着
）　
〈
申
込
・
問
い

合
わ
せ
先
〉
彦
根
城
博
物
館
学
芸

史
料
課
「
入
門
講
座
」
係
（
〒
５

２
２-

０
０
６
１　

金
亀
町
１-

１
）
☎

22-

６
１
０
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

６
５
２
０
番
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://hikone-castle-m
useum

.
名
・
学
年
も
）
⑥
電
話
番
号
⑦
段
・

級
位
を
書
い
て
送
付
し
て
く
だ
さ

い
。
は
が
き
に
は
１
枚
に
つ
き
申

込
者
１
名
を
書
い
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

集
ま
れ
！

荒
神
っ
子
ク
ラ
ブ

〈
内
容
〉小
学
校
上
学
年
の
人
を
対

象
に
、
自
然
体
験
学
習
を
行
い
ま

す
。
自
然
の
中
で
遊
ん
だ
り
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
巻
き
寿
司
を
作
っ
た
り

し
て
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま

せ
ん
か
。　
〈
日
時
〉
平
成
29
年

１
月
15
日
、
同
22
日　

い
ず
れ
も

日
曜
日
の
午
前
10
時
〜
午
後
３
時　

〈
場
所
〉

荒
神
山
自
然
の
家
（
日

夏
町
）　
〈
対
象
〉小
学
４
〜
６
年
生　

〈
定
員
〉　

各
20
人
（
先
着
順
。
両

日
と
も
参
加
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

jp　

※
往
復
は
が
き
の
往
信
の
裏

面
に
①
住
所
②
氏
名
③
電
話
番
号

を
、
返
信
の
表
面
に
①
住
所
②
氏

名
を
そ
れ
ぞ
れ
書
い
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。ま
た
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら
で
も
申

し
込
み
が
で
き
ま
す
（
１
人
１
通
ま

で
）。

直な
お

弼す
け

杯
囲
碁
大
会

〈
日
時
〉
平
成
29
年
１
月
15
日
㈰ 

午
前
９
時
30
分
〜
（
受
付　

午
前

９
時
〜
）　
〈
場
所
〉
彦
根
商
工
会

議
所
（
中
央
町
）
４
階
大
ホ
ー
ル　

〈
対
象
〉
ア
マ
チ
ュ
ア
の
人　
〈
定

員
〉
１
２
０
人
（
先
着
順
）　
〈
対
局

方
法
〉
申
込
状
況
に
よ
り
、
段
・

級
位
を
考
慮
し
て
、
８
ク
ラ
ス
程

度
に
分
か
れ
て
対
局　
〈
競
技
形

式
〉 

各
ク
ラ
ス
ご
と
に
準
ス
イ
ス

方
式
で
行
い
ま
す
。（
詳
し
く
は
当

日
説
明
し
ま
す
）　
〈
費
用
〉
高
校
生

以
上
千
円
、
中
学
生
以
下
５
０
０

円　
〈
申
込
期
限
〉
12
月
24
日
㈯ 　

〈
そ
の
他
〉懸
賞
詰
碁
を
行
う
ほ
か
、

不
戦
勝
の
人
を
対
象
に
プ
ロ
棋
士

に
よ
る
指
導
碁
を
開
催
し
ま
す
。　

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

教

育
委
員
会
文
化
振
興
室（
〒
５
２
２

-

０
０
５
５ 

野
瀬
町
１
８
７-

４
）
☎

23-

７
８
１
０
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
21-

３

０
８
０
番　

※
は
が
き
に
①
郵
便

番
号
②
住
所
③
氏
名
④
フ
リ
ガ
ナ

⑤
年
齢（
中
学
生
以
下
の
場
合
は
学
校

職　種 受　験　資　格人　数

上級土木技術 2人

試験日　平成29年1月14日㈯
受付期間　12月1日㈭～同15日㈭
　　　　　8：30～17：15（土・日曜日は除く）
※郵送の場合は、12月15日㈭までの消印有効

受験申込書などの
配布場所、受験の申込み、問い合わせ先
　人事課（市役所４階）☎30-6106、FAX22-1398

市職員を募集します

昭和61年4月2日から
平成7年4月1日にまでに
生まれた人

い
ず
れ
の
日
も
参
加
者
が
10
人
に
満
た

な
い
場
合
は
実
施
し
ま
せ
ん
。）　
〈
費

用
〉
千
円　
〈
申
込
期
間
〉
12
月

１
日
㈭
〜
同
14
日
㈬
（
月
曜
日
は
休

み
）　　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

荒
神
山
自
然
の
家
（
月
曜
日
は
休

館
）
☎
28-

１
８
７
１
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
28-

１
８
７
２
番　

※
電
話
か

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

参
加
者
に
は
詳
し
い
案
内
を
郵
送

し
ま
す
。
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犬の飼い方・マナーアップ標語

コンテスト結果

飼主のマナー向上と犬のふん害によるトラ
ブル防止ための啓発標語を募集しました。今年
度の入賞者は以下のとおりです。
最優秀作品
●飼主の　マナーを見てます　皆の目　　

池田清さん
優秀作品
●大切に　あなたの犬は　家族だよ　

大家亮介さん

●犬のふん　なくして目指す　美の彦根　
栗原理駆さん

上記の作品は、湖東の環境活動展（ビバシティ
彦根 12 月 6 日㈫〜同 12 日㈪）で展示します。
問い合わせ先  生活環境課☎30-6116、

FAX27-0395

緑のカーテンコンテスト入賞結果
緑のカーテン事業は、身近に取り組めるエネルギー対

策として、ゴーヤやアサガオなどのつる性植物を使い、冷
房効果や日よけ効果を高めるために取り組んでいるもの
です。今年度の入賞者は以下のとおりです。
特選▶︎家庭部門　市橋英昭さん　▶︎公共施設部門　 地
域総合センター人権・福祉交流会館　▶︎店舗・事業所部
門　日立化成㈱彦根事業所
入選▶︎家庭部門　杉本弘之さん、中村久郎さん　▶︎公共
施設部門　 障害者福祉センター、彦根市デイサービス
センターきらら　▶︎店舗・事業所部門　JA 東びわこ河瀬
亀山支店、夏原工業㈱
審査員特別賞▶︎家庭部門　此和晴彦さん、森三郎さん、山
﨑みゆきさん　▶︎公共施設部門　稲枝東小学校放課後児
童クラブ、関西福祉学園働き教育センター甲良、豊郷町
隣保館、河瀬小学校、城西小学校 5 年生　▶︎店舗・事業
所部門　JA 東びわこ豊郷支店、中日本ハイウェイ・メン
テナンス名古屋㈱彦根事業所
問い合わせ先　 生活環境課☎30-6116、FAX27-0395

催し物催し物 ※特に記載のないときは、事前申込は不要で、費用は無料です。

市内の公共施設などのバリアフリーに
関する情報はこちらまで
（http://www.city.hikone.shiga.jp/bfmap/）

場　　　　　所日　　　　時行　　事　　名 内 容 ・ 問 い 合 わ せ 先 等

街 中 サ ロ ン 12月7日㈬、同17日㈯
10：00～15：00

「minto」㈱川地工務店
（ 長 曽 根 南 町 ）

知的障害や発達障害のある人やその家族が、悩みなどを話
して情報交換をする場です。気軽に集まり、みんなで交流
しましょう。
NPO 法人彦根育成会☎24-8624、ＦＡX49-3656

元気21歩こう会
12月21日㈬

13：30～15：00
（集合13：30）

集 合 場 所 ：
千 鳥 ケ 丘 公 園
（ 平 田 町 ）

芹川沿いのけやき並木の歩道を歩きます。
費用：100 円（保険代など）

「ひこね元気クラブ 21」事務局（　健康推進課内）
☎080-2944-4281、FAX24-5870　

ひ こ ね で 朝 市 12月18日㈰
8：00～12：00

滋 賀 県 護 国 神 社 境 内
（ 尾 末 町 ）

「食の安全」「地産地消」「手作り」を掲げ、地場野菜、豆
腐、醤油、湖魚料理などを販売します。
ひこねで朝市実行委員会（ひこね市民活動センター内）
☎24-4461、Eメール hikonedeasaichi55@gmail.com

滋賀大マルシェ
環境こだわり農産物
X m a s マ ル シ ェ

12月2日㈮
11：30～13：30

滋 賀 大 学
（ 馬 場 一 丁 目 ）
生 協 前 広 場

県内の生産者が、環境こだわり農産物や心をこめて育てた
新鮮で安全な野菜、果物、加工品等を販売します。（小雨実施）
滋賀大学社会連携研究センター☎27-1141

彦根市美術展覧会
中学生・高校生特別展
～ガンバルひこねの生徒たち～

12月2日㈮～4日㈰
9：30～17：00

（4日㈰は15：30まで）

ひ こ ね 市 文 化 プ ラ ザ
（ 野 瀬 町 ）

メ ッ セ ホ ー ル 棟

次世代の文化芸術活動を担う市内の中学生・高校生の美術、
書などの作品を展示します。
　教育委員会文化振興室☎23-7810、FAX21-3080

クリスマスコンサート 12月4日㈰、同11日㈰
各２回公演

クリスマス企画として「彦根児童合唱団」（4 日㈰ 13：30、
15：00）と、「いなえ少年少女合唱団」（11 日㈰14：00、
15：00）による歌声をお楽しみください。
　子どもセンター☎28-3645、FAX28-3646

　 子 ど も セ ン タ ー
（ 日 夏 町 ）

図書館 1 0 0 年の
あ ゆ み 展

12月6日㈫～同14日㈬
8：30～17：15

図書館創設から現在までの 100 年の歴史を、懐かしい写
真などを通して紹介します。
市立図書館☎22-0649、FAX26-0300

旭 森 地 区 公 民 館
（ 正 法 寺 町 ）

彦根工業高等学校
生 徒 作 品 展 示 会

12月17日㈯
10：30～17：00

ビ バ シ テ ィ 彦 根
（ 竹 ケ 鼻 町 ）

1階センターモール・プラザ

生徒が作った研究作品を展示します。模型自動車の操作
体験などができます（人数に限りがあります）。
彦根工業高校工業課☎28-2470

ひ こ ね 市 文 化 プ ラ ザ
（ 野 瀬 町 ）
エ コ ー ホ ー ル

第32回　YMCA
ちびっ子市民クリスマス

第1部：劇「赤ずきんちゃん」、バルーンパフォーマンス
第2部：クリスマスコンサート　
出演：劇団バク、バルーンパフォーマーHaru、彦根児童合唱団
滋賀YMCA☎0748-33-2420

12月10日㈯
13：30～15：30

ウ ィ ズ
お や こ 広 場

12月10日㈯
10：00～11：30

ゲームや手遊びなど、みんなで参加できるクリスマス会です。
工作は先着 50 人までです。対象：乳幼児とその保護者
　男女共同参画センター「ウィズ」☎・FAX24-3529

 男女共同参画センター
「 ウ ィ ズ 」 軽 運 動 室
（ 平 田 町 ）
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第244回

描
か
れ
た
祈
り
の
姿 

～
み
ほ
と
け
を
拝は

い

す
～

写
真
の
作
品
は
、
テ
ー
マ
展
「
祈
り

と
救
い
　
ー
彦
根
城
博
物
館
仏
教
美

術
選
ー
」
で
12
月
22
日
㈭
ま
で
展
示

し
ま
す
。（
期
間
中
無
休
）

▶︎
写
真
①
　
稚
児
大
師
像

寺
院
に
詣も

う

で
て
仏
像
や
仏
画
を
拝
し
た

り
、墓
前
な
ど
で
祖
先
の
霊
を
拝
む
時
、ほ

と
ん
ど
の
人
が
、
顔
あ
る
い
は
胸
前
で
両

手
を
合
わ
せ
る
姿
勢
を
と
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
時
に
は
、
花
な
ど
を
お
供

え
す
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

仏
教
で
は
、
両
手
を
合
わ
せ
た
姿
勢
を

合が
っ

掌し
ょ
う、

花
を
仏
前
に
供
え
る
こ
と
を
供く

花げ

と
呼
び
、
い
ず
れ
も
種
々
の
祈
祷
や
儀
礼

の
作
法
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
合
掌
や
供
花
を
し
て
祈
り
を
捧
げ
る
姿

は
、
仏
教
美
術
の
作
品
に
よ
く
見
ら
れ
ま

す
。こ

こ
で
は
、
彦
根
城
博
物
館
が
収
蔵
す

る
仏
画
を
例
に
、
祈
り
の
姿
を
紹
介
し
ま

す
。高

僧
な
ど
の
肖
像
に
多
く
見
ら
れ
る
の

が
合
掌
し
た
姿
で
、
稚ち

児ご

大だ
い

師し

像ぞ
う

（
写
真

①
）
は
、
そ
の
作
例
の
１
つ
と
し
て
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

こ
の
画
は
、
真
言
宗
を
開
い
た
空
海

が
、
５
～
６
歳
の
頃
に
夢
の
中
で
諸
仏
と

語
ら
っ
た
と
い
う
逸
話
に
則
っ
た
も
の
で
、

画
面
の
中
央
に
は
、幼
い
空
海
（
稚
児
大
師
）

が
合
掌
し
て
蓮れ

ん

華げ

に
座
る
姿
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
作
品
に
は
、
礼ら

い

拝は
い

の
対
象
と
な
る

仏
尊
の
姿
こ
そ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
空
海
の

正
面
を
見
つ
め
る
眼
差
し
か
ら
、
眼
前
の

仏
を
拝
し
て
い
る
こ
と
を
見
る
者
に
想
像

さ
せ
ま
す
。

一
方
、
仏
尊
と
そ
れ
を
礼
拝
す
る
人
物

が
同
一
画
面
に
表
さ
れ
る
場
合
、
礼
拝
者

は
、
し
ば
し
ば
花は

な

籠か
ご

を
捧
げ
て
供
花
す
る

姿
で
登
場
し
ま
す
。
そ
の
一
例
が
、
写
真

②
の
阿あ

弥み

陀だ

三さ
ん

尊ぞ
ん

像ぞ
う

で
す
。

こ
の
阿
弥
陀
三
尊
は
、
善
光
寺
式
三
尊

と
い
わ
れ
、
信
濃
国
水み

内の
ち

郡
（
現
在
の
長
野

県
長
野
市
）に
建
つ
善
光
寺
の
本
尊
と
同
じ

形
式
で
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
善
光
寺
縁
起

に
よ
る
と
、
こ
の
本
尊
は
、
イ
ン
ド
・
百

済
を
経
て
日
本
に
渡
っ
た
像
と
さ
れ
、
釈

迦
と
同
時
代
の
イ
ン
ド
に
住
ん
で
い
た
月が

つ

蓋が
い

長ち
ょ
う

者じ
ゃ

（
尊
者
と
も
）
が
、
娘
の
病
が
治

る
こ
と
を
阿あ

弥み

陀だ

如に
ょ

来ら
い

に
祈
っ
た
と
こ
ろ
、

願
い
を
叶
え
る
た
め
に
眼
前
に
現
れ
た
姿

を
写
し
た
像
と
伝
え
ま
す
。

写
真
②
の
画
は
、
縁
起
に
説
か
れ
る
阿

弥
陀
三
尊
が
現
世
に
出
現
し
た
と
き
の
場

面
を
表
し
て
お
り
、
三
尊
の
足
下
に
は
、

笏し
ゃ
くを
手
に
し
て
三
尊
を
仰
ぐ
月
蓋
と
、
同

じ
く
仰
ぎ

見
な
が
ら

供
花
す
る

妻
が
描
か

れ
て
い
ま

す
（
写
真

③
）。
こ
の

供
物
を
捧

げ
つ
つ
、仰
ぎ
見

る
と
い
う
行
為

は
、畏い

敬け
い

の
念
を

持
っ
て
仏
尊
を

見
つ
め
る
人
間

ら
し
い
動
き
を

捉
え
て
い
る
と

言
え
ま
す
。

こ
の
画
像
を

目
に
し
た
人
々

は
、月
蓋
夫
妻
の

姿
を
通
し
て
、自

身
が
、あ
た
か
も

阿
弥
陀
三
尊
を

仰
ぎ
見
る
よ
う

な
感
覚
を
抱
い

て
い
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

（
彦
根
城
博
物
館
学
芸
員　

古
幡
昇
子
）

▶︎
写
真
②
　
阿
弥
陀
三
尊
像
（
高
宮
寺
蔵
）

▲写真③　阿弥陀三尊像（部分）

19 2016・12・1

チケットのお申し込み、お問い合わせは
チケットセンター　☎27-5200　(9：00～19：00)
インターネットでも購入いただけます。http://bunpla.jp/

常

　設

　展

　示

　の

　名

　品

開館時間　８：30～17：00（入館は 16：30 まで）

URL   http://hikone-castle-museum.jp/

ほ
会

ほ
会

んもの”
“

いの出と

テ

ー

マ

展
◀
稚
児
大
師
像

【各公演　発売初日の予約の取り扱い】
※電話予約・インターネット予約のみの受付となります。
※窓口でのチケット引き取り・販売は翌開館日から承ります。

◎表記のチケット価格は、すべて税込価格です。
◎高齢者は65歳以上です。学生、高齢者、障害者のチケットはひ
こね市文化プラザチケットセンター窓口のみの販売となります。

◎託児は、子ども1人1,000円です。公演の10日前までにお申し込み
ください。

ギャラリートーク 　
12月3日㈯　11：00～11：30、14：00～14：30
※事前申込：不要　場所：展示室1

観覧料が必要

鶴、亀、松、竹、梅の丸文を散らした、吉祥尽しの植木鉢。透
明感のある深い色の瑠璃釉に、白色の丸文が鮮やかに映える
作品です。瑠璃釉は、藍色の釉薬を表面に厚くかける技法で、
江戸時代に中国から伝わりました。

常設展示「“ほんもの”と
の出会い」では、譜代大名
筆頭・井伊家に伝来した名
宝を中心に80点あまりを
展示しています。

-常設展示の名品-

12月の休館日　5日㈪、12日㈪、19日㈪、26日㈪、29日㈭～31日㈯

指定

10 月にデビュー 15 周年を迎えた森山
直太朗。
アルバム『嗚呼』と 15 周年を記念して
リリースされたオールタイムベスト『大傑
作撰』を携え、彦根にやって来ます！

【平成29年1月28日㈯9：00予約開始】
一　般　6,900円
【12月17日㈯9：00予約開始】
友の会　6,900円　

※未就学児は入場いただけません。
※託児サービスがあります。

平成29年6月11日㈰17：00　グランドホール

森山直太朗 15thアニバーサリーツアー『絶対、大丈夫』

12月1日㈭～同22日㈭

祈りと救い　
‒彦根城博物館仏教美術選‒

チケット販売について

12月23日（金・祝）～同24日㈯は、展示替のため一部閉室します。
12月25日㈰～同31日㈯は、休館日です。

古来より人々は、神仏に祈
りを捧げ、時に現世の利益を
願い、時に来世の救いを求め
てきました。
本展では、仏や衆生を表し
た絵画、彫刻、経典などを展
示し、信仰が生み出した崇高
なる造形の世界へと誘います。

12月2日㈮～平成29年1月31日㈫　

湖東焼　瑠璃釉花丸文植木鉢
こ　と う や き る　　り　ゆうはなまるも ん う え　き　ば ち
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彦根市消防本部予防課☎22-0332・FAX22-9427

本
格
的
な
冬
の
到
来
に
備
え
て
、

暖
房
器
具
の
手
入
れ
は
済
ま
さ
れ

ま
し
た
か
。

毎
年
、
暖
房
器
具
に
よ
る
火
災

が
発
生
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中

で
も
、
ス
ト
ー
ブ
が
原
因
と
な
る

火
災
が
最
も
多
い
状
況
で
す
。
火

災
の
原
因
と
し
て
は
可
燃
物
の
接

触
・
落
下
、
誤
っ
た
使
用
方
法
、
火

の
消
し
忘
れ
、
使
用
中
の
給
油
な

ど
が
主
な
原
因
で
す
。

火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
次
の
点

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
使
用
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項

▼
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
燃
料
は
灯
油

で
す
。
ガ
ソ
リ
ン
は
絶
対
に
使

用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
紙
、
衣
類

な
ど
燃
え
や
す
い
物
を
置
か
な

い
で
く
だ
さ
い
。ま
た
、ス
ト
ー

ブ
の
上
に
は
洗
濯
物
を
干
さ
な

い
で
く
だ
さ
い
。
干
し
て
い
る

洗
濯
物
が
落
下
し
て
、
火
災
が

発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

▼
ス
ト
ー
ブ
を
使
用
す
る
時
は
、

こ
ま
め
な
換
気
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。換
気
が
不
足
す
る
と
、灯

油
や
ガ
ス
が
不
完
全
燃
焼
を
起

こ
し
、
一
酸
化
炭
素
中
毒
が
発

生
す
る
原
因
に
な
り
ま
す
。

▼
地
震
な
ど
の
揺
れ
で
転
倒
し
な

い
よ
う
に
、
倒
れ
る
お
そ
れ
の

あ
る
ス
ト
ー
ブ
は
固
定
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
煙
突
が
つ
い
て
い
る
も
の
は
、

指
定
の
金
具
や
支
線
な
ど
を
使

用
し
て
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

■
給
油
時
の
注
意
事
項

▼
石
油
ス
ト
ー
ブ
に
給
油
す
る
場

合
は
、
ス
ト
ー
ブ
の
火
を
消
し
、

火
が
消
え
た
こ
と
を
確
か
め
て

か
ら
給
油
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
式
の
も

の
は
、
給
油
後
、
タ
ン
ク
の
ふ

た
を
確
実
に
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

■
点
火
お
よ
び
消
火
の
確
認

▼
点
火
後
は
、
炎
の
調
節
を
行
い
、

正
常
に
燃
焼
し
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
外
出
時
や
就
寝
時
に
は
、
消
火

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

■
危
険
物
の
保
管
に
つ
い
て

▼
灯
油
を
保
管
す
る
容
器
は
金
属

製
の
も
の
、
ま
た
は
、
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
製
で
安
全
性
の
推
奨

マ
ー
ク
ま
た
は
、
認
定
証
が
貼

付
さ
れ
て
い
る
も
の
を
使
用
し

て
、
ふ
た
を
し
っ
か
り
と
閉
め

て
く
だ
さ
い
。

▼
容
器
は
火
気
を
使
う
場
所
か
ら

遠
ざ
け
て
、
直
射
日
光
の
当
た

ら
な
い
風
通
し
の
良
い
場
所
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
容
器
が
転
倒
し
た
り
、
落
下
物

に
よ
っ
て
容
器
が
破
損
し
た
り

し
な
い
場
所
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。

■
変
質
灯
油
の
使
用
禁
止

昨
シ
ー
ズ
ン
か
ら
持
ち
越
し
た

灯
油
は
、
変
質
灯
油
（
灯
油
自
体
が

う
す
黄
色
に
な
る
、
す
っ
ぱ
い
臭
い
が

す
る
な
ど
）に
な
っ
て
い
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
変
質
灯
油
は
不
完

全
燃
焼
や
異
常
燃
焼
な
ど
、
予
想

し
な
い
事
故
が
発
生
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
た
め
使
用
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

暖
房
器
具
の
取
り
扱
い
に
ご
注
意
を
！

火
災
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う

■
電
気
こ
た
つ

　

比
較
的
安
全
と
思
わ
れ
て
い
る

電
気
こ
た
つ
も
、
使
用
方
法
を
誤

る
と
火
災
な
ど
の
事
故
に
つ
な
が

り
ま
す
。
電
気
こ
た
つ
に
よ
る
火

災
を
防
止
す
る
た
め
に
、
次
の
点

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
電
気
こ
た
つ
の
中
で
衣
類
を
乾

か
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
座
布
団
や
上
掛
け
な
ど
が
電
気

こ
た
つ
内
の
ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ

ト
カ
バ
ー
に
触
れ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

▼
電
源
コ
ー
ド
を
折
り
曲
げ
た
り
、

下
敷
き
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
コ
ー
ド
が
異
常
に
熱

か
っ
た
り
傷
ん
だ
り
し
て
い
る

場
合
は
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。

▼
ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
内
部
に
ほ

こ
り
や
紙
く
ず
な
ど
の
異
物
が

な
い
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
外
出
や
長
時
間
離
れ
る
場
合
は

電
源
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
、
プ
ラ

グ
を
抜
き
ま
し
ょ
う
。
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①障害のある人の国際シンボルマーク　
障害のある人が利用できる建物、施設などであるこ

とを明確に表すための世界共通の国際シンボルマーク

②視覚障害のある人のための国際シンボルマーク
視覚障害のある人の安全やバリアフリーに考慮した建

物、設備、機器などに付けられている国際シンボルマーク

③身体障害者標識
肢体不自由であることを理由に自動車の運転免許に

条件の付いている人が運転する車に表示するマーク

④ヘルプマーク
義足や人工関節を使用している人、内部障害や難病

の人などが周囲の人に配慮を必要としていることを知ら
せるマーク

⑤オストメイトマーク
人工肛門・人工ぼうこうを造設している人（オストメイ

ト）の利用に配慮した設備があることを表示するマーク

⑥ハート・プラスマーク
身体内部（心臓、呼吸機能、じん臓、ぼうこう・直腸、小腸、

肝臓、免疫機能）に障害のある人を表すマーク

⑦ほじょ犬マーク
施設などに掲示して、身体障害者補助犬への理解と協

力をお願いするマーク

⑧耳マーク
施設などに掲示して、「耳の不自由な人への援助がで

きます」と意思表示をするマーク

⑨思いやり区画マーク「滋賀県車いす使用者等用駐車場利
用証制度」
障害のある人、高齢者など移動に配慮が必要な人が

優先的に駐車できる区画を示すマーク

高
齢
者
・
障
害
者

な
ん
で
も
相
談
会 

in
湖
東
地
域

生
活
で
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
、
弁
護
士
な
ど
の
専
門
家

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　

平
成
29
年
１
月
14
日
㈯
午
後

１
時
30
分
〜
同
４
時
30
分
（
受
付
は

同
４
時
ま
で
）

場
所　

愛
荘
町
立
福
祉
セ
ン
タ
ー

愛
の
郷

費
用　

無
料

申
込
開
始
日　

12
月
14
日
㈬（
事
前
受

付
・
先
着
６
組
。
当
日
受
付
も
あ
り
ま

す
。）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
市
社

会
福
祉
協
議
会
☎
22-

２
８
２
１

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

２
８
４
１
番

ともに生きる　あたたかいまち　彦根をめざして
12 月 3 日㈯〜同 9 日㈮は障害者週間です　

知っていますか？このマーク
① ② ③ ④ ⑤

⑥ ⑦ ⑧ ⑨

障
害
者
週
間
は
、
障
害
の
あ
る
人
や
障

害
福
祉
に
つ
い
て
関
心
や
理
解
を
い
っ
そ

う
深
め
る
た
め
の
週
間
で
す
。
上
記
の

マ
ー
ク
は
、
国
際
的
に
定
め
ら
れ
た
も
の

や
、
各
障
害
者
団
体
な
ど
が
独
自
に
提
唱

し
て
い
る
も
の
で
す
。
彦
根
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
誰
も
が
支
え
合
い
、
共
生
で

き
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
障
害
の

有
無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な

く
、
お
互
い
の
人
格
と
個
性
を
尊
重
で
き

る
社
会
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

障
害
福
祉
課
☎
27-

９
９
８
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
７

番

（各マークの出典元は彦根市ホームページに掲載）
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平
成
27
年
度
の
彦
根
市
ご
み

排
出
量
は
平
成
26
年
度
と
比
較

し
て
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
１

人
１
日
あ
た
り
の
ご
み
排
出
量

（
年
間
の
ご
み
排
出
量
を
１
年
間
の

日
数
と
彦
根
市
の
人
口
で
割
っ
た
も

の
）
は
全
国
平
均
や
滋
賀
県
の

平
均
よ
り
も
多
い
の
が
現
状
で

す
。ま

た
、
ご
み
処
理
（
収
集
運

搬
、
中
間
処
理
、
最
終
処
分
な
ど
）

の
経
費
は
、
昨
年
起
こ
っ
た
焼

却
施
設
の
故
障
に
よ
る
修
繕
や
、

新
し
く
民
間
事
業
者
に
埋
立
ご

み
処
理
を
委
託
す
る
に
あ
た
り
、

中
山
投
棄
場
ご
み
中
継
基
地
の

施
設
整
備
を
行
っ
た
こ
と
で
増

加
し
て
い
ま
す
。

ご
み
の
処
理
に
は
、
多
額
の

費
用
が
必
要
で
す
。
ご
み
の
排

出
量
が
減
り
、
処
理
費
用
を
減

ら
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
限
ら

れ
た
市
の
財
源
を
有
効
に
活
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
は
、
例

え
ば
、「
生
ご
み
の
水
切
り
」
や

「
お
店
な
ど
に
あ
る
、各
種
回
収

Ｂ
Ｏ
Ｘ
を
利
用
し
た
リ
サ
イ
ク

ル
」
な
ど
、
み
な
さ
ん
の
ひ
と

手
間
で
、
減
ら
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境

課
☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
27-

０
３
９
５
番

ご
み
の
減
量
と
資
源
化
ト
ピ
ッ
ク
ス

１
人
１
日
あ
た
り
の
ご
み
排
出
量
と
ご
み
処
理
経
費

平成27年度

約14億5千万円

967グラム
市民1人1日当たり
のごみ排出量

約39,900トン年間のごみ排出量

ごみ処理経費（年間）

平成26年度

約12億7千万円

1,050グラム

約43,000トン

4 月頃から運動不足の解消のために、スポーツ
サークルに参加しました。初めてサークルに参加し
た日、他のメンバーと楽しく会話ができていい汗を
流しました。ただ、そのサークルで少し気になった
ことがありました。

それは、サークルの幹事をしていた人がメンバー
を呼ぶ時は名前に「さん」をつけたのに、唯一の外
国人の私に声をかけるときには、なぜか呼び捨てに
して名前を言いました。
「あれ？初めて会ったのに、何で私だけを呼び捨て

なの？」と違和感を覚えて、少し仲間外れをされて
いるような気持ちになりました。実は、日本に滞在
中の外国人の友達に聞いてみたところ、同じような
経験をした人もいました。
「外国人なら苗字ではなくて、下の名前で呼んだ方

がいい」、「外国人は呼び捨てにしても構わない」など
の思い込みをしている人がいるかもしれません。し
かし、「呼び方のルール」は世界共通ではなく、文化
や価値観によって、その人が「呼んでほしい名前」
が異なります。

例えばブラジルやアメリカなどでは、下の名前で
人を呼ぶのが一般的ですが、フォーマルな場面や目
上の人であれば、苗字を使うこともあります。

一方、ドイツやルーマニアなどでは、日本と同じ
ように下の名前は身内と友達だけで、一般的には苗
字で呼ばれることが多いそうです。

また、人の名前を呼ぶ時に「敬称」を使うという習
慣は、日本以外の国でもあります。そして、自分の
国のルールと違っていても、日本に住んでいるため、
日本人と同じように名前を呼んでほしいと思ってい
る外国人もいます。人それぞれが名前に関する価値
観を持っているので、どのように呼んだらいいのか、
相手は外国人であっても、日本人であっても、本人
に確かめるのが一番親切で、無難な選択肢でしょう。

ちなみに「ナターリャ」は私の下の名前ですが、ブ
ラジルでずっとその名前で呼ばれてきたので、日本
でも苗字よりも「ナターリャ」と呼ばれると安心し
ます。

一方、日本語を勉強し始めてから、日本人の講師に
「日本人の名前を呼ぶ時には絶対に『さん』をつけて
ください」とずっと言われてきたので、日本で呼び
捨ては馴染みにくいです。もちろん、仲のいい人な
ら、呼び捨てにしても構いませんが、できれば他の
日本人と同じように呼ばれるのが嬉しいです。名前
は自分のアイデンティティーに繋がりますので、違
和感を起こさない呼び方を選ぶのはマナーではない
かと思います。

【彦根市国際交流員　ナターリャ】

外国人はどう呼べばいい？

ナターリャ
　　の部屋

第30回

23 2016・12・1

  健康推進課（八坂町　市立病院敷地内・
　くすのきセンター2階）
☎24-0816、FAX24-5870

表
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丁
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濱
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ち
ゃ
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（
日
夏
町
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栄 　 養 　 相 　 談

☆ママのための食生活アドバイス☆
妊娠時に摂った方がいい栄養や、食生活のことな

ど、この機会に聞いてみませんか。
日時　平成 29 年 1月20日㈮
　9：00 ～、10：30 ～〈予約制、各１人〉

場所　くすのきセンター２階
※上記のテーマ・日時以外にも、さまざまな栄養

相談を受け付けています。

ノロウイルスによる食中毒は、1 年を通して発生し
ていますが、特に 11 月〜２月の冬季に多発する傾向
があります。ノロウイルスは食品の中では増えません。
手指や食品などを介して、口から感染し、ヒトの腸管
で増殖し、おう吐、下痢、腹痛などを起こします。

健康な人は、ほとんどが軽症で回復しますが、子ど
もやお年寄りなどは重症化したり、おう吐物を誤って
詰まらせて死亡することもあります。

次の予防対策を徹底しましょう。
ノロウイルスの原因食品
▶ウイルスを保有した調理者などを介して二次汚染さ

れた食品
▶カキ、アサリなどの二枚貝（生食の場合）

主な症状
　潜伏期間は、24 ～ 48 時間（平均 36 時間）で吐
き気、おう吐から始まり、下痢、腹痛、発熱などの
風邪に似た症状がでます。

予防のポイント
▶︎手洗いをしっかり行いましょう

　調理の前後やトイレの後、食事前などは、手指を
石けんで丁寧に 30 秒以上洗い、手指についたウイ
ルスを流水で完全に洗い落としましょう（消毒用石け
んやアルコールはノロウイルスには効きません）。またタオ
ルの共用はやめましょう。

▶︎食品は十分に加熱しましょう
食品についたウイルスを殺菌するには、加熱処理

が有効です。中心部までしっかり（85 度で 90 秒以
上）加熱しましょう。

▶︎体調が悪い時は休みましょう
下痢やおう吐などの症状があるときは、食品を二

次汚染させる可能性があるため調理作業をしないよ
うにしましょう。家族に症状がある場合にも感染し
ている可能性があるため注意しましょう。

▶︎食器・調理器具の消毒を行いましょう
調理器具の消毒は熱湯または 0.02% の次亜塩素

酸ナトリウム（塩素系漂白剤）の消毒液で十分消毒し
流水で洗浄しましょう。

▶︎便やおう吐物の処理について
ふん便やおう吐物の中には多量のウイルスが排出

されるので、換気をじゅうぶんに行い、手袋とマス
クを着用したうえで速やかに処理しましょう。吐い
た物や便の処理をするときは、ペーパータオルで静
かに拭き取り、0.1％の次亜塩素酸ナトリウムに浸
し、ビニール袋に密封して捨てましょう。床面や便
器などは消毒後に水拭きしましょう。

消毒液の作り方
▶︎ 0.02% の次亜塩素酸ナトリウム消毒液

　塩素系漂白剤ペットボトルキャップ 2 杯分（約 10
ミリリットル）と水を合わせて、合計 2 リットルにす
る。

▶︎ 0.1% の次亜塩素酸ナトリウム消毒液
　塩素系漂白剤 50 ミリリットルと水を合わせて、
合計 2 リットルにする。

※ 2 リットルのペットボトルを使用すると便利です。
※作成した消毒液を保管する容器には、誤って飲まな

いように消毒液と表示しておきましょう。

ノロウイルスによる食中毒に注意しましょう
〜ウイルスによる食中毒が冬に多発しています〜
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ン
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し
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植
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イ
ン
キ

を
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し
て
い
ま
す
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▶
廃
棄
す
る
場
合
に
は
古
紙
回
収
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▶
こ
の
「
広
報
ひ
こ
ね
」
は
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0
0
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作
成
し
、
１
部
当
た
り
の
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価
は
1
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円（
１
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切
り
捨
て
）で
す
。た
だ
し
、原
稿
作
成
・

編
集
な
ど
に
か
か
る
職
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の
人
件
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含
ま
れ
て
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ま
せ
ん
。

広
報
ひ
こ
ね

24

人口と世帯数
　　　　　　平成28年11 月１日現在

人　口
　男
　女
世帯数

　　　　　　　　（　）内は前月との比較

112,904 人（+  61）
　 55,784 人（+  37）

57,120 人（+  24）
46,447 世帯（+  82）

表
紙
の
写
真

自
然
の

も
こ
も
こ
じ
ゅ
う
た
ん

桐生選手　笑顔で凱旋
ひこねの城まつりパレード

11
月
３
日
、
ひ
こ
ね
の

城
ま
つ
り
パ
レ
ー
ド
で
、

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪

の
陸
上
男
子
４
０
０
メ
ー

ト
ル
リ
レ
ー
で
活
躍
し
た

彦
根
市
出
身
の
桐
生
祥
秀

さ
ん
が
凱
旋
し
ま
し
た
。

赤
い
ブ
レ
ザ
ー
姿
の
桐

生
さ
ん
は
、
ひ
こ
に
ゃ
ん

と
一
緒
に
オ
ー
プ
ン
カ
ー

に
乗
車
し
て
、
沿
道
の
見

物
客
か
ら
「
お
め
で
と

う
」
と
声
を
か
け
ら
れ
る

と
手
を
振
っ
て
応
え
て
い

ま
し
た
。

い
ろ
は
松

こ
も
巻
き
で
冬
支
度

11 月 7 日、彦根城内で立冬の
時期の風物詩になっている「こも巻
き」がありました。

赤い法被を着た職員が、中堀沿い
の「いろは松」の 33 本を含む城内
のマツにこもを巻きました。

こもの中で越冬するマツの害虫
を駆除する目的で行われ、３月の啓
蟄の頃に外して、こもごと焼却しま
す。

3744 人が参加
第 30 回彦根シティマラソン

11
月
13
日
、
県
立
彦
根

総
合
運
動
場
周
辺
で
、
彦

根
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
が
行

わ
れ
、
晩
秋
の
城
下
を
駆

け
抜
け
ま
し
た
。

快
晴
に
恵
ま
れ
、
30
回

の
節
目
の
大
会
に
参
加
し

た
ラ
ン
ナ
ー
は
、
沿
道
の

声
援
を
受
け
な
が
ら
ゴ
ー

ル
を
目
指
し
て
力
走
し
ま

し
た
。

会
場
で
は
恒
例
の
豚
汁

が
振
る
舞
わ
れ
、
参
加
者

は
走
り
き
っ
た
達
成
感
で

笑
顔
を
浮
か
べ
て
い
ま
し

た
。

表
紙
の
写
真
は
、
曽
根
沼
湖
岸
緑

地
公
園
（
三
津
屋
町
）
内
で
撮
影
し
た

一
枚
で
す
。

同
公
園
で
は
、
色
づ
い
た
ス
ギ
や

カ
エ
デ
な
ど
が
日
差
し
に
照
ら
さ
れ

て
、
ぬ
く
も
り
の
あ
る
風
景
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

慌
た
だ
し
く
過
ぎ
る
日
々
の
中
、

時
に
は
自
然

の
中
に
身
を

委
ね
て
、
移

り
ゆ
く
景
色

を
愛
で
る
時

間
を
大
切
に

し
た
い
も
の

で
す
。


